
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 27 （回答者数）
23

～ 2026年　2月　7日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援の質をさらに高めるため、職員間での情報共有の方法やミー

ティング内容の充実を図っていく。さらに、個別支援計画への理解

をより深めるための振り返りの機会を確保し、職員それぞれのスキ

ル向上に繋げていきたい。また、研修等への参加機会を設けること

で専門性を高め、チーム全体としてより一貫性のある支援が行える

体制づくりに取り組んでいく。

2

児童及び保護者との信頼関係を基盤とし、保護者の思いや

ニーズをより的確に把握できるよう、定期的な面談や相談機

会の充実を図っていく。得られた情報については職員間で共

有し、個別支援計画や日々の支援に反映させることで、安心

して利用できる事業所運営に繋げていきたい。

3

活動を実施するだけでなく、その活動がどのような力の育成

に繋がるのかを職員間で整理し、共通理解を深めていく。支

援の意図を明確にすることで、より目的性のある多様な活動

の提供に繋げていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

OJTを中心とした育成の機会を意識的に設けるとともに、研

修や振り返りを通して職員の支援力向上を図っていく。ま

た、育成の目的や到達目標を整理し共有することで、職員が

成長していける体制づくりに取り組んでいきたい。

2

業務内容の可視化やマニュアル化を実施する。また、他の職

員も関われる体制づくりを行う。情報共有や相談の機会を確

保し、職員全員が事業所の業務全体を把握し、相互にフォ

ローを行いながら遂行できる環境づくりを行っていく。

3

簡単な取り組みや短時間で実施可能な活動から導入し、職員

間で意見交換を行いながら無理のない形で新しい取り組みに

挑戦していく。継続的な見直しを行うことで、支援の幅を広

げていきたい。

○事業所名 放課後等デイサービスぞうさん室住教室

○保護者評価実施期間
2026年　1月　10日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

新しい取り組みへの挑戦に時間を要したり、検討段階で終え

ることがある。

限られた人員や時間の中で業務を行っており、新たな取り組

みを検討・準備するための余裕が十分に確保できていないこ

とが要因と考えられる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

人材育成について、計画的・継続的に進めるための仕組みが

確立されていない部分がある。

日々の支援・業務、イレギュラーな対応を優先している現状

があるため、育成や振り返りの時間を十分に確保できていな

いことや、育成の視点や目標が職員間で統一しきれていない

ことが要因と考えられる。

一部の業務が属人化し、業務量や業務内容に偏りが生じるこ

とがある。

職員それぞれの経験や得意分野を活かしている一方で、業務

内容の整理や役割分担の見直しが十分でなく、引継ぎや共有

が行き届いていないことが要因と考えられる。

職員同士の意識の共有・連携

職員間でお互いにフォローし合えるチームワーク

日々の朝礼・終礼、定期的なミーティングを通して児童の様子や支援

内容、課題について職員間で情報共有を行っている。また、支援後に

は児童の様子について振り返りを行い、職員それぞれの視点から意見

を出し合うことで、多角的な視点から支援の質の向上に繋げている。

これにより、職員間で統一感のある支援を行い児童が安心して過ごせ

る環境づくりに努めている。

児童、保護者との繋がりを大切にし相談しやすい信頼関係の

構築

対面、連絡帳、電話、LINEなどあらゆる情報共有ツールを活

用しながら、日々の様子を丁寧に伝えている。必要に応じて

面談の機会を設け、保護者の思うことやニーズを支援に反映

している。

多種多様な活動内容 児童一人ひとりの発達段階や興味関心に応じて、目的を明確

にしたうえで、運動・創作活動・集団活動など多種多様な活

動内容を取り入れている。活動実施後には、児童の様子や達

成状況について職員間で振り返りを行い、成功体験を積み重

ねられるよう次の支援内容や関わり方に活かしている。

事業所における自己評価総括表公表


